
よいしょ！　よいしょ！

　12月14日、げんき保育園でお餅つき大会が行われました。園児たちは、
自分たちでついたできたてのお餅を口いっぱいにほおばって、２回、３回
と列に並んでいる園児もいて、みんなおいしそうに食べていました。
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　一般的に「交流人口」とは、その地域に訪れる人のことで、その地域に住んでいる人、つまり「定住人口」
に相対する概念です。その地域を訪れる目的としては、通勤・通学、買い物、学習、習い事、文化鑑賞、スポー
ツ、観光、レジャー、アミューズメントなど、特に問いません。
　少子高齢化や人口減少など本村の取り巻く状況などを踏まえたとき、これらを解決する最も合理的で有効手
段と考えられるのが交流人口増加のための施策展開です。また、定住人口の増加が難しく、地域活力が低下し
つつある中、今後はこの地を訪れる人々、いわゆる交流人口を増加させることによって人・モノ・カネの動き
を生み出し、新たな活力を創出していくことが必要です。
　そのため、交流人口の増加は、本村の魅力を感じてもらえる機会の増加につながります。本村を訪れ、滞在
時間が延びれば延びるほど、本村の魅力を感じてもらえるため、結果として定住人口の増加につながることが
期待されます。

⬇
【具体的な取り組み】金剛山周辺活性化プロジェクトの検討

　農林水産省選定日本の棚田百選の一つ「下赤阪の棚田」をライトアップし、棚田の美しさ、地域の魅力など
を広く周知し、地域内外の住民の交流を図り、地域の活性化を図ります。また、村の農林産業の販売・展示な
どの収穫祭を同時開催し、村の農産物の情報発信に努めます。

⬇
【具体的な取り組み】棚田ライトアップの実施

〈問い合わせ〉総務課

村長の政策Ⅶ「交流人口の増加」

①交流人口増加プロジェクト

②棚田ライトアップ事業

　屯鶴峯（奈良県香芝市）～金剛山～槇尾山（和泉市）を結ぶ全長約45㎞の縦走路「ダイヤモンドトレール」
を大阪府・奈良県の関係10市町村とともに多くの登山者が訪れる散歩道として活性化を図ります。

⬇
【具体的な取り組み】ダイヤモンドトレール（縦走路）の活用

③ダイヤモンドトレール事業

　

村
で
は
、
平
成
23
年
3
月

に
第
4
次
千
早
赤
阪
村
総

合
計
画
を
策
定
し
、
今
後

の
む
ら
づ
く
り
の
最
重
点

目
標
と
し
て
、「
人
口
の

維
持
」・「
地
域
の
活
性
化
」

を
掲
げ
、「
次
世
代
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
住
み

た
い
〝
む
ら
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
交
流
人
口
増
加
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
3
重
点
施
策
に
よ
り

魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
地
方
で
は
、
就
職
機
会
の
減
少
な
ど

の
社
会
的
要
因
に
よ
る
人
口
流
出
、
少
子
化

に
よ
っ
て
出
生
数
が
減
少
す
る
一
方
で
死
亡

数
が
増
加
す
る
と
い
う
自
然
要
因
に
よ
る
人

口
減
少
な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
、
地
域
産
業
の
停
滞
や
地
域
活
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

生
活
者
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
へ
の
関
心
の
高
ま

り
や
田
舎
暮
ら
し
志
向
へ
の
転
換
、
価
値
観

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど

が
地
方
に
定
住
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

村
で
は
、
総
合
計
画
に
お
け
る
重
点
目
標

に
向
け
、
地
域
資
源
の
活
用
、
芸
術
文
化
の

振
興
な
ど
を
図
り
、
村
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
な
ど
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
定
住
へ
の
第
一
段
階
と
捉
え
、
さ

ら
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

実
際
に
住
み
続
け
る
定
住
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、〝
交
流
人
口
の
増
加
〞
を
政

策
の
柱
と
し
て
私
の
考
え
を
紹
介
し
ま
す
。 ⑧　

　

〜＂
交
流
人
口
の
増
加
＂に
挑
戦
〜

今
こ
そ
村
を

　

元
気
に
す
る
と
き
!!
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健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

　
　
　
　
制
度
に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
が
月
単
位

で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る

制
度
で
す
（
入
院
時
の
食
事
代
や

ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）。

村
国
民
健
康
保
険
の
場
合

　

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
に
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
世
帯
主
へ

申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合

　

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
と
な
っ

た
と
き
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
、
申
請
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
一
度
、
高
額

療
養
費
の
振
込
口
座
と
し
て
登
録
す

る
と
、
そ
れ
以
降
対
象
に
な
っ
た
と

き
は
、
自
動
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

高
額
な
診
療
を
受
け
る
と
き

　

高
額
な
診
療
（
入
院
・
外
来
と
も
）

を
受
け
る
と
き
は
、
事
前
に
所
得
区

分
に
応
じ
た「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支

払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

限
度
額
や
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国

保
や
後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場

合
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
確

申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

•
�

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国

保
や
後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場

合
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

村
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

合
算
療
養
費
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
世
帯
単
位
で
計
算
し

ま
す
の
で
、
同
一
世
帯
で
あ
っ
て

も
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
異

な
る
場
合
は
、
別
世
帯
扱
い
と
な

り
ま
す
。

•
�

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
い

ず
れ
か
が
「
０
円
」
の
と
き
や
支

給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
、支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

•
�

自
己
負
担
し
た
比
率
に
応
じ
て
医

療
保
険
分
、
介
護
保
険
分
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
ん
分
し
て
支
給
し
ま
す
。

•
�

平
成
24
年
８
月
か
ら
平
成
25
年
７

月
末
ま
で
の
間
に
、
市
町
村
を
超

え
る
転
居
を
し
た
人
や
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た

人
に
は
、
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

を
送
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。

　

世
帯
で
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療

費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担

額
の
合
計
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
食
事
代
や
居
住
費
な
ど
保

険
適
用
外
の
も
の
は
合
算
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

支
給
申
請
の
方
法

　

村
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
支
給
対
象
に
な
っ
た
と
き

は
、
１
月
頃
に
支
給
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
支
給
対
象
期
間
は
平
成
24

年
８
月
か
ら
平
成
25
年
７
月
ま
で
の

１
年
間
で
す
。

　

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
申
請

方
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

認
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
制
度
に
つ
い
て

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
と

は
、
同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
、
１
割
の
利
用
者
負
担
の
合
計
額

（
同
じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い

る
場
合
に
は
、
世
帯
合
計
）
が
、
一

定
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

の
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で

す
（
居
住
費
・
食
費
・
日
常
生
活
費

な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）。

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
の
対

象
と
な
っ
た
と
き
は
、
対
象
者
へ
申

請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
一

度
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
振
込

口
座
と
し
て
登
録
す
る
と
、
そ
れ
以

降
対
象
に
な
っ
た
と
き
は
、
自
動
的

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•
�

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
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１

〜
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
〜

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

〜
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
〜

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
一
般
書

だ
か
ら
荒
野　
　
　
　
（
桐
野
夏
生
）

星
籠
の
海
（
上
・
下
）（
島
田
荘
司
）

ヒ
カ
ル
の
卵　
　
　
　
（
森
沢
明
夫
）

た
か
ら
も
の　
　
　
（
北
原
亞
以
子
）

北
天
の
馬
た
ち　
　
　
（
貫
井
徳
郎
）

家
族
の
見
え
る
場
所　
　
（
森
浩
美
）

黒
書
院
の
六
兵
衛
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
田
次
郎
）

雪
ま
ろ
げ　
　
　
　
（
宇
江
佐
真
理
）

ガ
ン
コ
ロ
リ
ン　
　
　
　
（
海
堂
尊
）

甘
い
も
ん
で
も
お
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
牧
大
和
）

伊
藤
博
文
邸
の
怪
事
件（
岡
田
秀
文
）

独
走　
　
　
　
　
　
　
（
堂
場
瞬
一
）

潮
鳴
り　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

君
の
い
た
日
　々
　
　
（
藤
野
千
夜
）

探
偵
部
へ
の
挑
戦
状　
（
東
川
篤
哉
）

ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲（
三
浦
し
を
ん
）

そ
う
だ
、
や
っ
ぱ
り
愛
な
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柴
門
ふ
み
）

大
人
に
な
っ
た
ら
着
た
い
服　

二
〇
一
四
秋
冬　
（
主
婦
と
生
活
社
）

◆
児
童
書

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
・
り
ん
ご
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
こ
さ
と
し
）

つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と

　
　
　
　
　

ま
ほ
う
の
じ
ゅ
う
た
ん

　
　
　
　
　
　
（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
）

ひ
い
き
に
か
ん
ぱ
い
！（
宮
川
ひ
ろ
）

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

２
月
３
日（
月
）か
ら
11
日（
祝
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

蔵
書
点
検
中
、
２
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
、
２
、
３
時
間
程
度

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

�



税

村
・
府
民
税
の
申
告
期
間
は

２
月
17
日
～
３
月
17
日
で
す

　

村
役
場
の
申
告
受
付
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
住
所
が
あ
り
平
成
25
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
す
。た
だ
し
、

給
与
所
得
者
で
既
に
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
や
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
無
職
無
収
入
の
人
で
も
、

所
得
証
明
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申

告
が
必
要
で
す
。申
告
が
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な

ど
の
算
定
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
申
告
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑

•
�

給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
（
平
成
25
年
分
）、
営
業
や

不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は
収
入
の

明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る
も
の

•
�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
・

国
民
年
金
基
金
・
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

な
ど
支
払
い
金
額
が
分
か
る
も
の
。

※�

年
金
受
給
者
の
人
は
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金
基

金
保
険
料
は
証
明
書
が
な
い
と
控

除
で
き
ま
せ
ん
。

•
�

生
命
保
険
料
な
ど
や
、
地
震
（
長

期
損
害
）
保
険
料
の
支
払
い
が
あ

る
人
は
そ
の
証
明
書

〇
申
告
書
の
送
付

•
�

村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
１
月
下

旬
に
村
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
の

に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
人
は
、

総
務
課
税
務
担
当
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

•
�

お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

①
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
人

で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

※�

申
告
期
間
中
は
確
定
申
告
も
受
け

付
け
し
ま
す
が
、
医
療
費
控
除
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
配
当

所
得
・
譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
・

災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
な
ど

の
申
告
は
村
で
は
受
け
付
け
い
た

し
ま
せ
ん
。「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」

会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

平
成
26
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
住

民
税
の
主
な
変
更
点

•

均
等
割
額
の
引
き
上
げ

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め

の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
村

民
税
均
等
割
額
３
千
円
に
５
０
０
円

加
算
し
、
３
５
０
０
円
に
、
府
民
税

に
つ
い
て
も
、
均
等
割
額
１
千
円
に

５
０
０
円
を
加
算
し
１
５
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

•

給
与
所
得
控
除
の
上
限
設
定

　

給
与
収
入
金
額
が
１
５
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
に

つ
い
て
、
２
４
５
万
円
の
上
限
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

給
与
な
ど
の
収
入
金
額（
年
間
合
計
）

０
円
以
上
１
５
０
０
万
円
以
下
→
変

更
な
し

１
５
０
０
万
円
超
→

•

平
成
25
年
度
ま
で

収
入
金
額
×
95
％

－

１
７
０
万
円

•

平
成
26
年
度
か
ら

収
入
金
額

－

２
４
５
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

富
田
林
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
、
復
興
特

別
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
、
２
月
４
日（
火
）か
ら
３
月
17
日

（
月
）ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

や
地
方
消
費
税
の
申
告
お
よ
び
納
税

は
、
３
月
31
日（
月
）ま
で
で
す
。

　

富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

は
、「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」
で
開
設
期

間
中
は
税
務
署
に
申
告
会
場
は
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

開
設
期
間　

２
月
４
日（
火
）～
３
月

17
日（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

２
月
23
日（
日
）お
よ
び
３
月
２
日

（
日
）は
開
設
）

•
�

申
告
期
限
間
際
は
、
大
変
混
雑
し

内　容 月　　日 時　　間 場　　所
申告受付
期　　間

２月17日（月）～
３月17日（月）

午前９時～
午後５時30分

役場総務課
（税務担当）

出張申告
受 付 日

２月18日（火） 午前９時～正午 千早老人憩いの家

２月18日（火） 午後１時30分～
午後５時 下東阪老人憩いの家

２月19日（水） 午前９時30分～
午後５時

コミュニティホール
（千早小吹台小学校内）

※コミュニティホール会場は、例年午前中が大変混み合います。
　午後からの利用も検討ください。

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

•
�

混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

�

な
る
べ
く
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で
に

来
場
く
だ
さ
い
。

•
�

税
務
署
の
閉
庁
日
に
は
、
税
務
署

の
時
間
外
文
書
受
付
箱
に
投
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

•

郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

必
要
書
類
の
添
付
を
忘
れ
ず
に
。

○ 

復
興
特
別
所
得
税
の
創
設
に
つ
い

て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
交
付
さ
れ
、「
復
興
特
別
所
得

税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年

ま
で
の
各
年
分
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
（
所
得
税
額
の
２
・
１
％
相

当
額
）
の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〇 

記
帳
義
務
・
記
録
保
存
義
務
に
つ

い
て

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
で
事

業
や
不
動
産
貸
付
、
ま
た
は
、
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ

て
の
人
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

記
帳
の
内
容

　

売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
つ
い

て
取
引
年
月
日
や
金
額
な
ど
を
記
載

し
ま
す
。

帳
簿
な
ど
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
請
求
書
・
領
収
書

な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○ 

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡

素
化
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
れ

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控

除
な
ど
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
場
合
や
株
式
な
ど
の
損
失
を
翌

年
に
繰
り
越
す
た
め
の
申
告
書
な
ど

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
と

な
っ
た
人
で
も
、
生
命
保
険
料
や
地

震
保
険
料
、
年
金
か
ら
天
引
き
以
外

に
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
な
ど
各
種
所
得
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
住
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

○
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

税
務
署
で
は
、
自
宅
か
ら
の
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
た
申
告
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
と
、
所
得
金
額
や
税
額
が

自
動
計
算
さ
れ
、
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
そ

の
ま
ま
ｅ―

Ｔａｘ
を
利
用
し
て
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
印
刷
し

て
税
務
署
に
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
不

明
な
点
に
つ
い
て
、
職
員
が
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
内
の
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
、
自
身
で
申
告
書
な
ど
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
関
係
書

類
や
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
税
務
署　

☎
㉔
３
２
８
１

年　
　

金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん

な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
が
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
65
歳
か
ら
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害

年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま

た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ

る
妻
」
や
「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

○ 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

学
生
の
人
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
は
申
請
す
れ
ば
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
学
生
証
な

ど
、学
生
で
あ
る
証
明
が
必
要
で
す
）。

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
は
申
請
す
れ
ば
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

～
年
金
受
給
者
の
人
へ
～

年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
う

ち
、
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
人
に
「
平
成
25
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
１

月
末
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の「
源
泉
徴
収
票
」

に
は
、
平
成
25
年
中
に
受
給
し
た
年

金
額
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
、

特
別
徴
収
さ
れ
た
介
護
保
険
料
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
際
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
や
未
着
、
２
枚
以
上
必
要
な

場
合
は
、
年
金
事
務
所
な
ど
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
は
課
税
対
象
で
は
な
い
た
め
、
こ

の
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

住
基
ネ
ッ
ト

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
と

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
関
係
の

事
務
が
一
時
停
止
し
ま
す

　

１
月
27
日（
月
）は
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
更
改
作
業

の
た
め
、
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交

付
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
事
務
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
転
入
・
転
出
や
公
的
個

人
認
証
の
発
行
・
更
新
も
含
む
）
の

対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

通
常
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
や

書
類
に
よ
る
転
入
・
転
出
は
通
常

ど
お
り
対
応
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
場
所　

１
月
16
日（
木
）•

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康
相
談
室
）•

午
後
１
時
～
３
時（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
娯
楽
室
）〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
国
民
年
金
）

年
金
相
談

�



保　
　

険

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

平
成
25
年
中
に
納
め
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
、
全
額
が
所
得
税

な
ど
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
証
明
な
ど
の
添
付
は
不
要
で
、

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
納

付
済
額
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

年
内
の
納
付
済
額
は
、
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
日
本

年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の

人
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
引
き
落
と
さ
れ
た
金
額
、
納
付
書

で
納
付
し
て
い
る
人
は
領
収
書
の
日

付
が
平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

健　
　

康

今
か
ら
始
め
る
！

健
康
力
up
術
参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
（
ア
ッ

プ
）
す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら

れ
る
食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま

す
。

★
健
康
の
た
め
の
基
礎
力
ア
ッ
プ
術

「
基
礎
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

１
月
21
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
基
礎
力
を
ア
ッ
プ
す
る
食
事
の
コ

ツ
」〈
実
演
・
試
食
〉

日
時　

1
月
28
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

★
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

2
月
18
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
お
や
つ
が
食
べ
た
い
と
き
の
工
夫
」

〈
実
演
・
試
食
〉

日
時　

2
月
25
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

★
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
〉

日
時　

3
月
18
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

日
時　

3
月
25
日（
火
）
午
前
9
時

半
～
午
後
1
時
ご
ろ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
案
内
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
）

期
間　

１
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪

村
・
富
田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・

大
阪
狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
障
害
な
ど
が
あ
る
人
の
う
ち
、

接
種
を
希
望
す
る
人

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

備
考

•
�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

•
�

予
約
の
要
否
な
ど
は
医
療
機
関
へ

確
認
く
だ
さ
い
。

•
�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

•
�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康

福
祉
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

•
�

施
設
に
入
所
中
ま
た
は
病
院
に
入

院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

今
年
度
の
子
宮
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
対
象
者
に
対
す
る
個
別
検

診
は
２
月
末
で
終
了
で
す

　

今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
お
よ
び

大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
に
限
り
、
指
定
医
療
機
関
な

ど
で
個
別
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
今
年
度
４
月

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
万
一
、
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

募　
　

集

介
護
事
務
講
座
受
講
生
募
集

　

河
南
町
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村

共
同
で
、
就
労
支
援
の
介
護
事
務
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

　

介
護
事
務
は
、
介
護
保
険
制
度
に

基
づ
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

福
祉
施
設
や
医
療
機
関
が
介
護
給
付

費
明
細
書
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要

な
専
門
職
で
す
。

日
時　

２
月
17
日（
月
）、19
日（
水
）、

21
日（
金
）、
24
日（
月
）、
26
日（
水
）、

28
日（
金
）、
３
月
３
日（
月
）、
５
日

（
水
）、
７
日（
金
）（
時
間
は
い
ず
れ

も
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

場
所　

河
南
町
役
場
４
階
大
会
議
室

北対
象　

村
内
在
住
で
、
母
子
家
庭
の

母
親
、
中
高
年
齢
者
、
臨
時
的
な
仕

事
に
従
事
し
将
来
に
不
安
を
持
つ
若

年
者
な
ど
（
男
女
不
問
）

※�

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人
に
限
り

ま
す
。

内
容　
「
介
護
事
務
管
理
士
技
能
認

定
試
験
」
受
験
を
目
指
し
た
講
座

※�

こ
の
講
座
を
受
講
す
る
だ
け
で
は

資
格
取
得
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人

費
用　

８
千
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す
。

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

志
望
動
機
（
就
労
を
妨
げ
る
理
由
）

を
記
入
し
、
村
役
場
地
域
振
興
課
へ

１
月
31
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑨

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
10
期
（
１
月
分
）
の
納
期
限
は
、
１
月
31
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
１
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

�



使
用
さ
れ
て
い
る
食
品
添
加
物
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
人
工
甘
味
料

を
摂
取
す
る
と
お
な
か
が
緩
く
な
る

の
で
、表
示
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

　

現
在
（
平
成
25
年
７
月
現
在
）
の

と
こ
ろ
、
外
食
事
業
者
に
は
、
使
用

す
る
食
品
添
加
物
に
つ
い
て
表
示
す

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

商
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
、
容
器

包
装
に
入
れ
ら
れ
た
加
工
食
品
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
原
材
料
名

欄
に
す
べ
て
の
使
用
添
加
物
名
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

飲
食
店
で
提
供
さ
れ
る
食
品
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
使
用
添
加
物

の
表
示
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
、
別
途
詳
細
情
報
を
記
載

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
お
店
で
は
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

体
に
合
わ
な
い
添
加
物
な
ど
が
分

か
っ
て
い
る
場
合
、
メ
ニ
ュ
ー
に
該

当
の
添
加
物
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い

か
、
注
文
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
市
消
費
者

　

相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０

教　
　

育

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

４
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
入
学
す

る
人
に
教
育
委
員
会
か
ら
就
学
通
知

書
を
１
月
中
に
送
付
し
ま
す
。
該
当

す
る
人
で
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
、

通
知
書
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

小
学
校
入
学
該
当
者

　

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

中
学
校
入
学
該
当
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

　

寒
い
時
期
、
中
高
年
の
人
で
気
を

つ
け
た
い
病
気
の
一
つ
と
し
て
脳
梗

塞
が
挙
げ
ら
ま
す
。
脳
梗
塞
は
脳
の

血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
る
こ
と

で
、
そ
の
先
の
脳
に
血
液
が
い
か
な

く
な
り
、痛
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。

脳
梗
塞
の
起
こ
る
部
位
に
よ
っ
て
多

少
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は

◦ 

片
方
の
手
や
足
が
動
か
し
に
く
く

な
る

◦ 

し
ゃ
べ
ろ
う
と
し
て
も
ろ
れ
つ
が

ま
わ
ら
な
い

◦ 

顔
面
が
ま
ひ
し
て
表
情
が
作
れ
な

い
と
い
っ
た
症
状
が
突
然
起
こ
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
は
そ
の
発
生
の
機
序
に

よ
っ
て

①
ラ
ク
ナ
梗
塞

②
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞

③
心
原
性
脳
塞
栓
症

の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
①

は
病
巣
が
直
径
15
㎜
以
下
の
小
さ
な

梗
塞
で
、
脳
ド
ッ
ク
な
ど
の
検
査
で

偶
然
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

症
状
も
な
く
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
治

療
は
必
要
の
な
い
状
態
で
す
。
②
は

①
よ
り
大
き
な
梗
塞
と
な
り
、
先
に

述
べ
た
よ
う
な
症
状
を
伴
い
ま
す
。

③
は
心
臓
の
病
気
が
原
因
で
心
臓
の

中
に
血
の
塊
が
で
き
、
こ
れ
が
血
流

に
乗
っ
て
運
ば
れ
、
脳
の
血
管
を
詰

ま
ら
せ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
特

に
こ
の
③
の
タ
イ
プ
は
重
症
の
脳
梗

塞
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
①
②
の
タ
イ
プ
は
動
脈
硬
化
と

加
齢
が
そ
の
主
な
原
因
で
す
。
③
は

﹁
心
房
細
動
﹂
と
呼
ば
れ
る
不
整
脈

が
そ
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
中
高
年
で
頻
度
の
増
え
る

不
整
脈
で
あ
り
、
不
整
脈
そ
の
も
の

に
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
注

意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
脳
梗
塞
特
有
の
症
状
が
起

こ
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
元
通
り
の
正

常
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
﹁
一
過
性
脳
虚
血
発
作
﹂
と

呼
ば
れ
る
状
態
で
、
そ
の
後
、
短
期

間
の
う
ち
に
本
当
の
脳
梗
塞
に
移
行

す
る
可
能
性
の
高
い
危
険
な
状
態
で

す
。
実
際
に
脳
梗
塞
の
症
状
に
あ
る

と
き
と
同
様
、
速
や
か
に
脳
神
経
外

科
な
ど
の
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
脳
梗
塞
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
診
を
利

用
す
る
な
ど
し
て
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
症
・
高
脂
血
症
・
不
整
脈
な
ど
の

有
無
を
判
定
し
て
も
ら
い
、
も
し
、

問
題
点
が
あ
れ
ば
生
活
の
改
善
や
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
治
療
を
始
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

民生委員・児童委員、主任児童委員が決まりました
　任期満了に伴い、厚生労働大臣から民生委員 ･児童委員、主任児童委員の委嘱
が行われました。委員の任期は平成25年12月１日から３年間です。
　民生委員 ･児童委員、主任児童委員は、地域福祉の充実を図るため地区ごとに
置かれているもので、高齢者の見守り活動や福祉に関する相談などを行っていま
すので、気軽に相談ください。

担　当　地　区 氏　　名 電話番号 担　当　地　区 氏　　名 電話番号

森 屋

北 南本　靜子 72︲1671 吉 年 堀井　章子 72︲0349
中 川口くみこ 72︲0895 小 吹 松原　好彦 72︲1527
南 杉田　玲子 72︲7201 中津原 日出目・東の尾 土井　典子 72︲0312

西・西上 武部圭以子 72︲0485 西・中・宮の尾 清水　初代 72︲0328
オレンジヒル 中屋多輝子 72︲7957 下 東 阪 阪辻リツ子 72︲0272

水 分
南 城戸　啓至 72︲1168 上 東 阪 大橋カヨ子 72︲0578
北 髙橋　正春 72︲7403 千 早 千早川左岸 酒見　昌男 74︲0236

山 ノ 井 仲野加代子 72︲1261 千早川右岸 大西　清美 74︲0013
桐 山 奥田　宗豊 72︲0910

小吹台
西 梶　　孝行 72︲7074

二 河 原 邊 山本　啓子 72︲1471 東 久田　照子 72︲7139
川 野 邊 仲村　勇作 72︲7218 南 山形　晴美 72︲1372

小吹台北 中 礒﨑惠美子 72︲7448

主 任
児童委員

赤 阪 東條由紀子 72︲0954 北 三好登志男 72︲7490
千 早 宮本　津子 72︲0301 〈問い合わせ〉健康福祉課・社会福祉協議会小 吹 台 田中　鈴代 72︲7387

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

南み
な
み
か
わ
ち

河
内
地ち

域い
き

の
識し
き

字じ

・
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

の
学が
く
し
ゅ
う
し
ゃ

習
者
、
支し

援え
ん
し
ゃ者
の
集つ
ど

い
で
す
。　

日に
ち

時じ　

１
月が
つ

25
日に
ち（
土ど

）
午ご

ご後
２
時じ

～
４
時じ

30
分ぷ
ん　

　

場ば

所し
ょ　

藤ふ
じ

井い

寺で
ら
い
ち
り
つ
し
ょ
う
が
い

市
立
生
涯
学が
く
し
ゅ
う
習
セ
ン
タ
ー
﹁
ア
イ
セ
ル 

シ
ュ
ラ 

ホ
ー
ル
﹂　

受う
け
つ
け付　

１
月が
つ

６
日か（
月げ
つ

）～
16
日に
ち（
木も
く

）〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉
教き
ょ
う
い
く育課か　

☎
�
１
３
０
０

第だ
い

４
回か

い

南み
な
み
か
わ
ち

河
内
よ
み
か

き
こ
う
り
ゅ
う
か
い　

『
脳
梗
塞
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
』

7



催　
　

し

村
の
郷
土
食
お
料
理
教
室

参
加
者
募
集

　

千
早
地
区
は
、
昭
和
30
年
頃
ま
で

凍
り
豆
腐
の
有
名
な
産
地
で
し
た
。

製
造
過
程
で
出
た
割
れ
た
も
の
や
形

状
不
良
の
も
の
は
粉
に
し
て
、
家
庭

で
日
常
的
に
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

村
の
郷
土
食
で
あ
る
「
粉
豆
腐
」
を

使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
料
理
や
手
軽

で
お
い
し
い
ア
レ
ン
ジ
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
31
日（
金
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
1
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

•

粉
豆
腐
の
煮
物

•

粉
豆
腐
の
ヘ
ル
シ
ー
ミ
ー
ト
ス
パ

•

粉
豆
腐
の
ふ
わ
ふ
わ
ス
ー
プ

定
員　

12
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
後
日
詳
し
い
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

備
考　

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
1

月
17
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
先
着
順
で
3
人
ま
で
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

第
十
回
障
が
い
者
雇
用

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム　
IN

南
河
内
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

　

特
例
子
会
社
、
能
力
開
発
校
、
就

労
訓
練
や
日
中
活
動
を
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
進
路
先
に
な
る
事
業
所
が
一
堂

に
会
し
、
個
別
面
談
や
作
業
体
験
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日（
水
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル「
銀
河
の
間
」

対
象　

障
が
い
の
あ
る
人
・
家
族
お

よ
び
障
が
い
者
支
援
機
関
・
教
育
機

関
の
人

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
南
障
害
者

　

�

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
事
務

局
担
当
・
大
北
）☎
�
６
０
９
３

予
備
自
衛
官
補
募
集

〈
一
般
・
技
術
〉

　

予
備
自
衛
官
と
は
、
必
要
な
教
育

訓
練
を
受
け
、
終
了
後
に
予
備
自
衛

官
と
な
る
制
度
で
す
。

受
付　

•

第
１
回　

１
月
８
日（
水
）～
４
月

２
日（
水
）

試
験
日　

•

第
１
回　

４
月
11
日（
金
）～
15
日

（
火
）（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ

ま
す
）

合
格
発
表

•
第
１
回　

５
月
16
日（
金
）

採
用
対
象　

自
衛
官
未
経
験
者

採
用
年
齢　

•

一
般　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
34
歳
未
満

•

技
能　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有
す

る
人
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
～
55

歳
未
満
の
人
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方

　

協
力
本
部　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も　

労
働
者
も

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
賃
金

の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
制
度
で
す
。
最
低
賃
金
に
は
、

大
阪
府
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
を
対

象
と
す
る
「
大
阪
府
最
低
賃
金
」
と
、

特
定
の
産
業
の
労
働
者
を
対
象
と
す

る
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」

と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
則
と
し
て

パ
ー
ト
、
臨
時
、
派
遣
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
め
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、
賃
金
・

物
価
の
動
向
な
ど
に
応
じ
て
改
定
し

て
お
り
、
現
在
の
時
間
額
は
表
の
と

お
り
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
06（
６
９
４
９
）６
５
０
２

•

羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
７
２（
９
５
６
）７
１
６
１

写
真
展「
村
の
見
ど
こ
ろ
発
見
」

日
程　

１
月
15
日（
水
）～
２
月
22
日

（
土
）

場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

費
用　

大
人
２
０
０
円
・
小
人
１
０

０
円
（
入
館
料
）

出
展　

千
早
赤
阪
村
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
立
郷

　

土
資
料
館　

☎
�
１
５
８
８

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

　

消
防
法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の
建
物
に
は

防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
防
火
管
理

上
必
要
な
業
務
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の

資
格
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ご
ろ
（
全
２

日
）

場
所　

富
田
林
市
消
防
本
部
４
階

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付　

１
月
14
日（
火
）～
31
日（
金
）

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉕
７
４
０
０

「
楠
公
さ
ん
を
忘
れ
な
い
で
」を

頂
き
ま
し
た

　

河
南
町
の
杉
本
秀
雄
氏
よ
り
、

著
書「
楠
公
さ
ん
を
忘
れ
な
い
で
」

を
頂
き
ま
し
た
。
千
早
赤
阪
村
ゆ

か
り
の
武
将
・
楠
木
正
成
に
つ
い

て
、
杉
本
氏
独
自
の
見
解
を
交
え

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特定（産業別）最低賃金 大
阪
府
最
低
賃
金

最
低
賃
金
の
件
名

各

種

商

品

小

売

業

自
動
車
小
売
業

自

動

車
・

同

付

属

品

製

造

業

非
鉄
金
属
製
造

関

連

産

業

鉄

鋼

業

電

気

機

械

器

具

製

造

関

連

産

業

機
械
・
金
属

製

品

製

造

関

連

産

業

塗
料
製
造
業

８
１
９
円

（
大
阪
府
最
低
賃
金

額
を
適
用
）

８
３
８
円

８
４
８
円

８
２
６
円

８
６
５
円

８
２
７
円

８
５
０
円

８
７
０
円

８
１
９
円

時
間
額

平
成
25
年

10
月
18
日

平
成
25
年

11
月
30
日

平
成
25
年

12
月
１
日

平
成
25
年

11
月
２
日

平
成
25
年

11
月
９
日

平
成
25
年

10
月
31
日

平
成
25
年

10
月
18
日

発
行
年
月
日

日
時　

１
月
16
日（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時　

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室　

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

お
は
な
し
会

�



地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈問い合わせ・予約〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
正
月
ば
か
り
は
不
況
風
を

吹
き
飛
ば
そ
う
と
、
お
せ
ち
料
理
に
山

海
の
珍
味
を
盛
っ
て
贅
を
凝
ら
し
た
お

宅
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
昔
、
ふ
た
昔
前
と
比
べ
て
正
月

の
食
膳
も
随
分
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

高
タ
ン
パ
ク
質
の
食
材
が
増
え
た
の
は

正
月
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
か

げ
で
若
い
人
た
ち
の
身
体
の
伸
び
も
急

で
す
。
高
校
三
年
生
の
男
子
の
平
均
身

長
が
一
七
○
㎝
を
超
え
た
の
は
一
九
九

○
年
の
こ
と
で
し
た
。
明
治
初
期
の
日

本
人
男
子
の
平
均
身
長
は
一
五
五
・
三

㎝
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
百
二
十

年
の
間
に
一
五
㎝
も
伸
び
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

人
類
学
者
の
平
本
嘉
助
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
男
性
の
平
均

身
長
は
一
五
五
～
一
五
七
㎝
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
男
子
の
平
均
身
長
は
一
六

二
～
一
六
三
㎝
で
、
古
墳
時
代
に
は
一

六
三
㎝
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
人
の

平
均
身
長
は
、
現
代
を
除
く
と
、
古
代

の
人
間
が
最
も
大
き
く
、
鎌
倉
・
室
町

時
代
と
徐
々
に
小
さ
く
な
り
、
と
り
わ

け
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

の
頃
が
最
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

最
近
の
博
物
館
の
展
示
で
、
古
代
の

人
々
の
食
事
を
再
現
し
た
も
の
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
奈
良
時
代
の
長
屋
王
の

食
膳
な
ど
を
見
る
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
と
れ
て
い
て
、「
蘇
」
な
ど

と
い
う
、
今
の
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

に
あ
た
る
乳
製
品
を
は
じ
め
動
物
性
の

タ
ン
パ
ク
質
も
ふ
ん
だ
ん
に
食
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
が
、
中
世
の
頃
か
ら
「
殺
生
禁

断
」
の
思
想
に
よ
っ
て
、
動
物
性
タ
ン

パ
ク
質
の
摂
取
の
度
合
い
が
徐
々
に

減
っ
て
い
き
ま
す
。
歴
史
家
の
原
田
信

男
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
日
本
史
を
通
じ
て

食
肉
の
タ
ブ
ー
が
最
高
潮
に
達
し
た
の

は
江
戸
時
代
で
、
こ
の
傾
向
は
元
禄
期

に
著
し
く
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。
肉
食

に
対
す
る
「
け
が
れ
」
意
識
の
広
ま
り

が
、
平
均
身
長
の
低
下
と
な
っ
て
表
れ

て
き
た
の
で
す
。

　

元
禄
期
と
い
え
ば
、
経
済
が
成
長
か

ら
停
滞
に
う
つ
る
曲
が
り
角
の
時
代
で

し
た
。
こ
れ
以
降
、
町
や
村
の
共
同
体

は
「
他
者
」
を
排
除
す
る
方
向
に
傾
き
、

身
分
の
固
定
化
が
進
み
、
部
落
差
別
が

強
ま
り
ま
す
。差
別
す
る
側
に
と
っ
て
、

「
け
が
れ
」
の
観
念
は
都
合
の
い
い
論

理
と
し
て
機
能
し
た
の
で
す
が
、
こ
う

し
た
意
識
が
日
本
人
の
身
体
の
成
長
を

阻
害
し
て
も
き
た
の
で
す
。

今
の
時
代
に
も
経
済
の
停
滞
が
見
ら
れ

ま
す
。
経
済
格
差
が
新
た
な
階
層
を
生

む
よ
う
な
社
会
と
別
れ
、
今
こ
そ
私
た

ち
は
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
社
会
を

求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

身
体
の
成
長
に
と
っ
て
、「
け
が
れ
」

意
識
と
い
っ
た
偏
見
か
ら
の
脱
却
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

り
で
す
が
、
心
の
成
長
に
と
っ
て
は
偏

見
の
打
破
こ
そ
が
最
重
要
の
鍵
と
な
り

ま
す
。
今
年
は
今
月
十
三
日
が
「
成
人

の
日
」
で
す
が
、
身
体
も
心
も
豊
か
に

育
っ
た
若
い
人
た
ち
の
晴
れ
の
姿
を
見

て
み
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

〈１月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

９ 木 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

15 水 ★ 10時30分～11時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

16 木 10時～ 布あそび

17 金 10時～11時 げんき親子体操

21 火 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

23 木 10時～ 地域子育て支援センター 節分制作

29 水 ★ 10時～11時30分 村立保健センター３階集団指導室 親子クッキング

今月の一押し　�　親子クッキング　�保健センター管理栄養士さんの指導の下、野菜たっぷりのお味噌汁と野菜ふりかけを作り、おにぎりにしてお
いしく頂きます。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。

人
権
コ
ラ
ム﹁
き
ず
な
﹂
⑨

身
体
と
心
の
成
長
を
願
っ
て
島
﨑　

英
夫（
大
阪
教
育
大
学
）

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

平
成
25
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
募
金
は
、
歳
末
お
見
舞
い
や
、

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業
（
世
代
間
交
流
会
事
業
費
な
ど
）
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
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小吹地区自主防災訓練
　12月１日、小吹地区で自主防災訓練が行われました。当日は、暴風雨警報が発令されたとの想定で地区内の災害
状況や安否確認などの情報集約の後、安心・安全搬送リレーやバケツリレー競走などが運動会形式で行われ、参加
された皆さんは楽しみながら訓練に取り組まれていました。

中学生の「税についての作文」表彰
　12月11日、村立中学校で「税についての作文」の
入選者表彰が行われました。
　村長賞　藤野　夏帆さん　教育長賞　龍　恭加さん

テニス連盟30周年記念植樹式
　11月17日、テニス連盟30周年を記念し、会員によ
りグラウンドとテニスコートの間に紅白の梅が植樹
されました。

全国スポーツ推進委員　表彰
　11月21日、第54回全国スポーツ推進委員研究協議
会が和歌山ビッグホエールで開催されました。
　スポーツ推進委員とし
て勤続30年を迎える仲野
清秀さんが全国スポーツ
推進委員30年勤続表彰を
受賞されました。

防犯功労者に感謝状

　10月５日、大阪国際交
流センターで平成25年度
全国安全運動大阪府民大
会が開催されました。
　府民大会では、防犯功
労者に感謝状が贈呈さ
れ、村からは、長年にわ
たり地域防犯活動に努め
られた山本源一さんが受
賞されました。

● 全国地域安全運動大阪大会 ●

10



近況は・・・
　関西大学でビジネスの勉強をしています。
趣味は・・・
　フットサルです。大学で友達と集まって楽し
くやってます。
夢は・・・
　今英語を習っているので、海外に行くことが
目標です。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達と四国や名古屋に遊びに行ったことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　緑に囲まれていて、自然を感じさせてくれる
ので、僕は村が好きです。
　みんながもう少し集まる機会や、施設があれ
ばいいと思います。
次号は・・・
　小学校から同級生の矢倉光莉さんです。
矢倉さんへメッセージを・・・
　久しぶり！同窓会したいですね！

東阪　 千  福 　 大  貴 くん
＜20歳　さそり座＞

DaikiSenpuku

姉と遊園地へ遊びに行ったときの写真で
す。右側が僕です。

森屋　ひらやま　たいが　くん
（　平　山　　大　雅　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年２月25日生まれ
日々の成長が楽しみです。
いつもかわいい笑顔と笑い声をありがとう♡

　父・祐輝さん、母・春香さん

266

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

蓮
根
掘
そ
の
洗
ひ
場
の
菰
囲
ひ

友

の

忌

や

十

一

月

の

海

の

色

星

一

つ

従

へ

冬

の

細

き

月

ど
の
雲
の
こ
ぼ
し
て
ゆ
き
し
初
し
ぐ
れ

瀬
の
音
を
前
に
う
し
ろ
に
鮎
料
理

冬
ざ
く
ら
小
枝
の
先
を
ち
り
ば
め
て

吹
き
た
ま
る
落
葉
の
嵩
を
踏
み
ゐ
た
り

阿　

戸　

敏　

明

貝　

長　
　
　

徹

奥　

野　

千　

秋

下　

門　

信　

子

彼　

塚　

正　

子

北　

浦　

賀
代
子

向　
　
　

栄

美

子
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
１月８日㈬

午後１時
～１時10分

平成24年４月
～６月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分

平成22年４月
～６月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

１月17日㈮

午後１時
～１時15分

平成23年10月
～12月生

歯 科 フ ォ ロ ー 健 診

1歳6カ月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時00分
１歳６か月・２歳・
３歳６か月児健診で
虫歯になりやすいと
判定された幼児

3歳6カ月フォロー
午後２時15分

～２時30分
４ か 月 児 健 康 診 査

１月22日㈬
午後１時

～１時10分 平成25年８・９月生

１ 歳 児 健 康 診 査 午後１時15分
～１時25分

平成24年12月・
平成25年１月生

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

１月14日㈫・
20日・27日・
２月３日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） １月20日㈪ 午前10時

～11時30分
０～１歳頃までの乳
幼児と保護者

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 １月10日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 １月20日㈪ 午後１時30分～

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯
に関する相談を希望
する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） １月28日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健 康 栄養相談 １月24日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活
を改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分
　～午後５時

電話で問い合わせくださ
い（予約制）

エ イ ズ に 関 す る
相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分

　～午後５時 電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒・］クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時30分
　～２時30分

エイズ抗体検査は無料、
そのほか手数料が必要
な場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日 午前９時30分

　～10時30分
無料・予約制
（先着順）

• 飲 用 水・ 井 戸 水 検 査
• 腸 内 細 菌 検 査
• 寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

午前９時30分
　～11時30分 有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

も え る ご み
（火・金曜日）

１月７日（火）・
10日（金）・14日（火）
17日（金）・21日（火）
24日（金）・28日（火）
31日（金）
２月４日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

※１月４日（土）
２月５日（水）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

１月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） １月16日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） １月22日（水）

各地区ミゼット車 １月21日（火）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 １月30日（木）予定

千早、東阪、中津原 １月31日（金）予定

心配ごと ２月６日（木）

児　　童 ２月６日（木）

行　　政 ２月６日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課・河南町住民生活課☎�2500・
太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　5,862人（－２）
　男　　2,785人（－３）
　女　　3,077人（＋１）
世帯数　2,363戸（－１）

11月末日現在、（�　）�は対前月比
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就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

12月号のごみ収集の日付に誤りがありま
した。謹んでお詫びいたします。


